
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５３回京都消費者大会に登壇して 

 

1. 京都消費者大会について 

 

令和 4年度で 53回を迎えられた京都消費者大会ですが、私が消費生活相談員になっ

て、はじめて聴講させていただいたのが「第 41回京都消費者大会」であり、記念講演

として当時国民生活センターの理事長をされていた弁護士の野々山宏先生が「消費者市

民社会への転換をめざして－国民生活センターの果たす役割－」をテーマにお話をされ

ていました。その後、「第 50 回京都消費者大会」では元消費者庁長官の阿南久講師が

「SDGsと消費者市民社会」についてご講演されたり、「第 51回京都消費者大会」では弁

護士の住田浩史先生が「消費者市民社会って何？コロナ禍の課題について」をご講演さ

れていたことが深く印象に残っています。毎回、講師の先生方のお話に聞き入っていた

ことやそのご活動の凄さに心から感銘を受けるとともに、尊敬の念を抱く場になってい

ました。 

 

 

2. 本年(令和 4年度)の第 53 回消費者大会について 

 

今回の大会は、令和 4 年 5月 29日日曜日に 

開催されました。テーマは、「若者の未来を考 

える!18歳から狙われる消費者被害」であり、 

京都産業大学法学部教授の高嶌英弘先生が「1 

8 歳成年時代に必要なこと－消費者教育の意義 

と展望－」についてご講演をされることになっ 

ていました。 

また、「消費者教育と若者の未来を考えよう 

！」と題して、パネルディスカッションが行わ 

れ、パネラーに大学生や親世代、高等学校の先 

生が登壇されるとのことで、私も聴講させてい 

ただこうと参加申し込みを済ませていました。 
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3. 突然の登壇依頼がありました。 

 

2022年 5月中旬に京都消費者大会の事務局から連絡があり、大会の打ち合わせを講師

の先生方としていく中で、消費生活相談員から消費者被害の現場において報告をして貰

いたいとの意向があり、登壇していただきたいとのお話がありました。 

その内容は、令和 4 年 4月からの成年年齢引下げにより、18歳から親の同意を得ずに

様々な契約ができるようになり、18歳・19歳の消費者トラブルの増加が危惧されてい

ることから、消費者被害の現場において件数も含めて動きがあるのか等の報告と、パネ

ルディスカッションにおいてパネラーとして登壇するというものでした。 

当初、私にとっての「京都消費者大会」は歴史もあり、今まで登壇されている講師の

先生のお顔が走馬灯のように浮かび、私が登壇しても良いのか、登壇できるのか、とて

も不安でした。しかし、いろいろ話をさせていただき、また主催者である京都府も協力

して下さるとのことで、登壇させていただくことにしました。 

 

 

4. 京都消費者大会の当日 

 

当日は、ご講演される高嶌先生やパネラーの皆さまとはじめての打ち合わせをしたあ

と、大会が始まりました。 

高嶌先生が消費者法教育の重要性と今後の展望を講演されている中で、私からは消費

生活相談の現場における若者からの相談件数とその特徴やトラブル事例を報告し、また

今まで携わってきた大学での単位取得授業での講義における消費者教育について話しを

しました。次に、高校で消費者教育を進めておられる埼玉県立蓮田松韻高等学校の池垣

陽子先生から、家庭総合における消費者教育の授業実践の報告がなされました。私の報

告を受けて、高嶌先生が角度を変えて消費者の権利や責任の視点から話を広げてくださ

り、とても感動しました。 

また、パネルディスカッションでは成年年齢が 18歳になったことへの率直な思いな

どを大学生から聞くことができ、親世代からは家庭教育の中での思いなどを知ることが

できました。私からは、若者へのメッセージとして、大人になるということは、全て自

分で判断することではなく、自分で判断できることとできないことを区別し、できない

と判断した時は周りへ相談をすることが重要であることを伝えさせていただきました。

それは、特に悪質な業者は、「大人になったのだから自分で判断すべき」と即断させ、

契約を迫ってくる現状を被害相談現場で目の当たりにしているからです。このメッセー

ジを少しでも多くの若者に届けたいとの思いからでした。 

 

 

5. 感想 

 

   大会当日は、とても緊張しましたが、私からの報告の中で、大学での消費者教育につ

いて伝えた場面において、高嶌先生が別の視点から捉えて話を広げて下さったこと、凄 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く新鮮で新たな気づきとなりました。大変、感謝をしております。そして、パネルディ

スカッションでは、若年者にメッセージを伝えることもでき、大会に登壇できて心から

良かったと思っております。 

このような機会を与えていただきました関係者の皆様に深く感謝を申し上げます。ま

た、ご参加をしていただきました皆様、本当に有り難うございました。 

なお、翌日の京都新聞の朝刊に第 53 回京都消費者大会の記事が掲載されていました

ので、貼付いたします。本件記事の転載については、京都新聞社から許諾をいただいて

おります。 

 

 

※ 「2022 年 5 月 30 日付け京都新聞」掲載 
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